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静岡市のＰＦＡＳ※１への対応 
※１ ここでは、ペルフルオロオクタンスルホン酸(ＰＦＯＳ)及びペルフルオロオクタン酸(ＰＦＯＡ)を扱う 

１ 要旨 

静岡市が実施しているＰＦＡＳへの対応状況について、前回（８月）の市長定例記者会見

以降の進捗状況を発表します。 

「令和６年度 公共用水域及び地下水の水質測定計画（静岡県計画）」に基づき、公共用

水域の河川水におけるＰＦＡＳ濃度を調査した結果、全調査地点で国の定める公共用水域の

暫定目標値（５０ｎｇ/Ｌ）以下となりました。 

また、三井・ケマーズフロロプロダクツ株式会社（以下「ＭＣＦ」）が実施した三保雨水   

ポンプ場※２（以下「ポンプ場」、図１：位置図）へのＰＦＡＳ低減対策により、ポンプ場に    

おけるＰＦＡＳ濃度の低下が認められました。 

※２ 雨水ポンプ場は、主として雨水を、地下管路等を通じてポンプ場地下に流入させ、それをポンプアップして海へ

と排水する施設です。地下管路がＭＣＦ工場敷地に隣接しており、かつ一部老朽化しているため、ＭＣＦ工場内地

下水が地下管路に流入し、地下管路内の流量とＰＦＡＳ濃度を高めている可能性がありました。 

株式会社Ａホールディングスが１１月１４日に市内に新たに設立した「駿河ＧＸ（グリー

ントランスフォーメーション）テクノロジー株式会社」を、本市の環境問題の解決に挑戦す

る企業への出資制度（静岡市グリーントランスフォーメーション推進事業）の第１号出資先

企業に決定しました。 

 

図１：位置図 
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２ 三保雨水ポンプ場周辺のＰＦＡＳ低減対策 

（１）２０２４年８月２３日発表の概要 

  ポンプ場におけるＰＦＡＳ濃度の低減を図るため、ＭＣＦは２０２４年３月に工場周辺

の雨水排水管の補修を行い、６月にはＭＣＦ所有暗渠で、より効果の高い工法（Ｙ字管  

注入工法）による追加補修を実施しました。 

また、浄化効果を実証するため、ＭＣＦが２０２４年４月に小型活性炭塔１基（注：  

現在は撤去済み）を、７月に中型活性炭塔２基をポンプ場に移設しました。この結果、  

１日当たりの処理量は小型活性炭塔の５０ｔ/日から７２０ｔ/日まで増加しました。 

（２）追加対策：ＭＣＦ清水工場周辺における雨水排水管の補修 

雨水排水管を補修し、ＰＦＡＳを含むＭＣＦ工場からの地下水の流入量を抑制すること

で、ポンプ場に流入するＰＦＡＳの総量を低減させています。 

ア 西側雨水排水管（市所有） 

・ 西側雨水排水管については、２０２４年３月までに補修した箇所より更に上流側

の管路の状況調査が８月までに完了しました。今後追加補修を実施予定です。 

イ 西側雨水排水管（ＭＣＦ所有暗渠） 

・ ２０２４年６月に、効果の高い工法（Ｙ字管注入工法）で補修を実施しました。 

ウ 東側雨水排水管（市所有） 

・ ＭＣＦ工場内地下水の流入経路を絞り込むための追加調査を実施するとともに、 

破損個所の補修を１１月末までに完了しました。 

⇒ 東側水路の水量が約４００ｔ/日まで低下（以前は約１,４００ｔ/日） 

（３）ポンプ場の流入時濃度 

ポンプ場流入時濃度は１,０００～３,０００ｎｇ/Ｌと減少傾向にあります。 

（詳細は「別紙１ 三保雨水ポンプ場の流入時濃度結果」のとおり） 

（４）ポンプ場内における中型活性炭塔の効果 

中型活性炭塔（３６０ｔ/日）２基により、流入時ＰＦＡＳ濃度（数千ｎｇ/Ｌ）を検出

下限以下（１０ｎｇ/Ｌ未満）※３まで除去できました。詳細は下表のとおりです。 

日付 

ＰＦＯＡ（ng/L） 

日付 

ＰＦＯＡ（ng/L） 

活性炭塔 

通過前 

活性炭塔 

No.1 通過後 

活性炭塔 

No.2 通過後 

活性炭塔 

通過前 

活性炭塔 

No.1 通過後 

活性炭塔 

No.2 通過後 

８月２日※４ 2,000 30 20 10 月４日 960 10 <10 

８月５日※４ 2,300 <10 <10 10 月 11 日 2,900 <10 <10 

８月７日※４ 3,500 <10 <10 10 月 16 日 3,500 欠測※５ 欠測※５ 

８月 23 日 5,100 40 <10 10 月 21 日 3,600 欠測※５ 欠測※５ 

８月 28 日 3,600 <10 <10 10 月 30 日 1,200 欠測※５ 欠測※５ 

９月４日 7,400 <10 <10 11 月６日 3,000 欠測※５ <10 

９月 13 日 2,400 <10 <10 11 月 13 日 2,000 欠測※５ <10 

９月 20 日 1,400 <10 <10 11 月 20 日 2,000 欠測※５ <10 

９月 25 日 1,600 欠測※５ <10 11 月 25 日 1,000 <10 <10 
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※３ ＭＣＦの分析における検出下限値です。分析機器・条件により検出下限値は異なります。 

※４ ２０２４年８月２３日市長定例記者会見で発表済みです。 

※５ 漏水による故障のため、機器の停止期間があります。 

（５）ポンプ場排水濃度低下の追加対策 

ポンプ場からの全排水について、ＰＦＡＳ濃度を暫定目標値（５０ｎｇ/Ｌ）以下まで  

浄化できる処理方法を引き続き検討します。 

 

３ 株式会社Ａホールディングスとの連携 

２０２４年７月に、同社が所有し、福島県で別の実証実験を行っていた加圧浮上分離装置

（約２００ｔ/日）をポンプ場へ移設しました。ポンプ場排水を用いた実証実験の結果、  

最大９６％を超えるＰＦＡＳ濃度低減が確認されました。２０２５年３月まで、除去率向上

に向けた検証を継続する予定です。 

また、同社が市内に新たに設立した「駿河ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）テクノロジー 

株式会社」を、本市の環境問題の解決に挑戦する企業への出資制度（静岡市グリーントランス

フォーメーション推進事業）の第１号出資先企業に決定しました。 

市の出資金額は１,５００万円、出資比率は１４.３％で、１２月２６日に出資予定です。                                

出資までの経緯 

12 月５日（木） グリーントランスフォーメーション推進事業審査会 提案採択 

12 月 13 日（金） 駿河 GX テクノロジー株式会社 臨時株主総会 決議 

12 月 13 日（金） 募集株式の総数引受契約書 締結 

12 月 26 日（木） 出資金 1,500 万円 出資予定 

 

４ 河川水調査結果（速報値） 

「令和６年度 公共用水域及び地下水の水質測定計画（静岡県計画）」に基づき、    

２０２４年１１月１日から１５日に、市内７河川１０地点でＰＦＡＳ調査を実施しました。

その結果（速報値）、全地点で国の定める公共用水域の暫定目標値（５０ｎｇ/Ｌ）以下の  

結果となりました。 

（詳細は「別紙２ 令和６年度 河川水ＰＦＡＳ調査結果」のとおり） 

 

添付資料 

 別紙１ 三保雨水ポンプ場の流入時濃度結果 

 別紙２ 令和６年度 河川水ＰＦＡＳ調査結果 

【担当】環境保全課 水質係 

（静岡市ＰＦＡＳ相談窓口） 

054-221-1359（直通） 






